【別紙2】

大阪市立市岡小学校　令和元年度校長経営戦略予算【加算配布】実施報告書

本校では、授業中に学習に集中できない児童が各学年・学級にいる。その中には、自己肯定感が低い児童が数多くいて、各学級において、集団の中で充足感や達成感を持つことが難しくなってしまい、昨年度の小学校学力経年調査や校内アンケートでは、学力や自己肯定感などにおいて、いずれも前年度を下回る結果となった。そこで、自己肯定感を上げるとともに学力を向上させるため、以下の取組を行った。

取組内容（１）について

１－１　取組を実施する必要性

　　学習に対して意欲が持てない児童に対して、楽しく学習ができるような教材を用意して、ゲーム感覚で楽しみながら学ぶようにさせたいと考えた。

1－２　取組を実施することにより期待できる効果

　大阪市小学校学力経年調査の令和元年度の小学校学力経年調査における標準化得点
を、同一母集団で比較し、いずれの学年も前年度より向上させる。
　　　平成３０年度の標準化得点は
　現4年生　９８．０　　現５年生　９８．０　　現６年生　１００．２
　
１－３　具体的な実施内容

　　具体的な実施内容としては、下記の通りである。
　　カードなど、楽しく学べる教具を購入し、モジュールの時間などで活用する。

１－４　取組に対する達成状況（Ａ～Ｄ）及びその評価理由

・取組に対する達成状況：Ｂ
・評価理由：
　　購入時は、まず、高学年担当の若手教員が興味・関心を持ち、学級で取組み、その効果を図った。すぐできるもの、応用性が高くやや難しいものなどがあることがわかった。ただ、年度後半の購入となってしまったこともあり、今年度の使用頻度はあまり高くなかった。
　　しかし、学習に関するさまざまな取り組みの結果、標準化得点の向上がみられた。
　　また児童対象の学校生活アンケートでは、授業がよくわかると肯定的に回答した児童は、以下の通りとなった。
９月　９０．５％（46.2+44.3）　　　１月　９１．３％（49.2+42.1）
　　これらの結果から、評価はＢとした。

２．総論

２－１　年度目標の達成状況、総評
　　本校では、上記の取組を行うことにより、さらに言えば、校長経営戦略支援予算には現れない、教職員の不断の実践により、大阪市小学校学力経年調査における標準化得点を、同一母集団で比較したところ、いずれの学年もおおむね前年度より向上した。

〈大阪市小学校学力経年調査の結果〉
	　
	
	総合
	国語
	社会
	算数
	理科

	３年生
	今年度
	９９．５
	９７．７
	１００．９
	１００．６
	９９．３

	４年生
	昨年度
	９８．０
	９９．２
	９７．９
	９８．９
	９６．５

	
	今年度
	９８．２
	９７．６
	９９．５
	９８．４
	９８．５

	５年生
	昨年度
	９８．０
	９７．９
	９７．４
	９８．４
	９８．６

	
	今年度
	１０３．０
	９９．７
	１０３．７
	１０２．９
	１０４．１

	６年生
	昨年度
	１００．２
	９９．２
	１００．１
	９９．３
	１０１．６

	
	今年度
	１０１．２
	１００．８
	１０２．５
	１０１．０
	９９．６



　　ただし、国語においては「言語的な事項」と「話す・聞く」の分野の正答率が本市平均よりも低くなったので、今年度購入したカードなどを使ってゲーム的に学習活動を行うことで、より言葉に関心を持つことができると思う。

　　また、本市平均の正答率の７割に満たない児童の割合が上がってしまった。学力に課題が見られる児童の「主体的・対話的で深い学び」えお実現させるためにも、楽しい学習の必要性は高いと考えられる。

[bookmark: _GoBack]　　しかし、これまで行ってこなかったことに取組むためには、まず、指導者がその意義や目的・方法を理解することが必要である。しかし、近年の教員の多忙化に伴ってややもすると、これまでの方法を踏襲た指導になってしまうことが危惧される。今後も丁寧に情報を流しながら、徐々に広げていくとともに、校務を整理縮小し、教員のさらには学校の業務のスリム化、集中化、重点化校長として図っていきたい。

２－２　学校協議会における意見
　　3月２５日に開催した学校協議会では、委員より、学校の取組を評価する声をいただいた。また、今後、読書活動も充実させていくべきであるという意見もいただいた。
